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一47－　　RadjOimmunoassay法による血奨dehydroepi－

zndrOsterOneの測定法k・よびその臨床経験
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〔実験方法〕抗体はまずcarbOxymethoxyユamine　hemi－

hydrochloride法によりDHEA－3～oximeを作製し，これ

とブタ血清グロプリンをch10rocartx）nate法により結合さ

せて，ウサギに3週間毎に注射して作製した。標識抗原

（3H－DHEA）はO．・25　mCi／b，0034㎎（RCC）を使用した。

血梨SOptノに3H－DHEA（約10000　cpm）100LcXを混じ，

methan。11nfを加えて振差・遠心除蛋白後上清200Pteを

40℃以下で減圧乾固した。これに抗体2SOPtノ（約3000倍）

を入れ4℃で12時間incutateした。遊離分画と結合分画

の分離には飽和硫安を使用した。〔結果〕本抗体の特異性

はDHEAとの反応性を100とした場合，　cortiso1との交叉

反応性は7．2×10－6，testoeter。neとはL2×10’7，17α一

〇H－progesteroneとは3．・6×10’7，　DHEA－suユfateとは

0で極めて特異性が高かった。本法による回収率は90％

以上，water　blank値は0土O．　07　pg，測定感度は1pg以

下であった。intraassay　variabiユityは29土212％，

intera8Bay　variabilityは36±4．11％，　accurasy　O．7±

O．　43％。正常者19例の測定値はα18±O．　10μE5・〈（te（男性

11例はO．・21±O．　14　XtgK（∪，女性8例はα17±O．　2　zag／㎡）。

本態性高血EEi症の中で低レニン群ではO．・13±O．　OS　Ptg／d．e

（O．　15＜P＜O．・20）の低値，正常teよび高レニン群ではO．・28

±・O．15　Ptg／M（O．・1〈P〈0．15）とやや高値を示した。15例

にACTH－Zを筋注した後6時間目にはα21±　O．　12Lte；／rdl

からO．・29±O．　18　tL9／dO（P＞O．・O　l）と上昇，この中3例に

囮6topironeを投与したところ0．19土O．　13　ltg／d“eからO．24

士O．16　Ptl5／rd．e（P＞O．・01）と上昇した。　dexamθthasone投

与後の値はO．　21±α15μg／㎡からO．　16±0．OS　”9／dXと低

下した（P＞O．・01）。4例に対しangiotensine［を10n9／

分の速度で点滴静注したところO．　21土O．　14　ltg／dノからO．25

±o．　19　”9／㎡とやや上昇した。原発性アルドステロン症の

2例ではO．・19±α07μM1βとほぼ正常，クッシング症候群

の1例ではO．　02　PtES／（d．eと極めて低い値を示した。

〔結論〕最近高血圧症においてDHEAの意義が注目され，

その測定法の開発が盛んに行なわれる様になった。我々は，

ウサギから極めて良質の抗体を作成することに成功し，こ

れを利用して各種高血圧症のP－DHEAを測定した。その

結果，DHEAはACTHのみでなくレニンアンギオテンシン

系とも関連を有すると思われる結果がえられた。
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　RIAによる血1．　18　一一　OH－DOCの測定法の開発を試み，

本態性高血圧症について，その血中含量を検討した。

〔方法〕抗血清はまず・18－OH－DOCの3－oXimeを作成

し，ブタr　一　glotnxlinと結合させ家兎に投与し作製した。

1，2－3H－18－oH－Doc（比放射能35～51　ci／imM）は

3週間毎paper　chro　m　at（遮raphy（cyclohθxane　10：etha－

nol　2：dioxan　10：watθr　1）にて純化して使用した。

18　一　OH－DOCは3週毎に純化しθthanoユに溶解して使用

した。血漿18－OH－DOCの抽出には，血漿2～3ntより

dichloro　methanθ　にて抽出，洗糸，乾固後・純水を用い

るLH20　column　chromatography（55×1cm）にて分離，

精製し，RIAを行った。　RIAは1000倍稀釈抗血清を用い，

B／F分離には飽和硫安を使用した。〔成績〕1，2－3H－

18－OH－DOCはethano1溶液で比較的安定であったが，

m・ethanol溶液では不安定であった。3H－18　－OH－DOC

3週間ethanOl溶液に保存すると10～15％の不純物が生

成された。そこで標準18　－OH－DOCとしては1μgつつ分

注乾固し使用時ethan・olに溶解し使用した。3H－18－OH

－ DOC2500dpm及び1000倍稀釈抗血清を用いて，0～200

pgの間で良好な標準曲線をうることが出来た。最小検出

量は5pgであった。本抗血清の交叉反応率は18－OH－DOC

との結合率を100％とした場合DOCO．・035．　Comp　F，B，

S，　DHEA，　A　ldo6tero　ne　　＜0、014，　progθsteronθ0373，

pregnenolone　O．　150・te8to8terone　1，38％であった・

18－OH－DOCはLH－－20　colum・n上100～112nfの分画に

溶出された。本法の回収率は46．・4士7．5％（n＝・40）。

water　blank　O．85±0．20　ng／be（n＝4）。　accuracyお’よ

びprθci6ionはcharcoa1処理血頚に標準18－OH－DOCを

20pg～1000　pgの各濃度添加して測定した所，平均測

定誤差15．4±12・3％（n＝20）であり，またCanp　F，　B，

Sを各50ngを各tubeに加えて測定しても測定誤差には変

化なかった。intraassay，　interassay変動は，それぞれ

14．・5±4．2％（n・＝4），1＆4±8．・5％（n－4）。血漿18－

OH－DOC含量の測定値は正常人14．33±6．80（n9／d．e），

低レニン性本態性高血圧症群5．・95±a80，正レニン群

1268±5．・82，高レニン群15．・31±5．・40。また正常人及び高

血圧症ec　ACTH　O．　5ng投与2時間後にはいつれも上昇した。

レニン放出刺激及びa㎎iotenein　infusionでも上昇を認

めた。〔考按ならびに結論〕われわれは特異性の高い抗18

－ OH－DOC血清を作製し，　RIAにより血中含量を測定す

ることに成功した。血漿18－OH－DOC含量はACTHのみで

なくレニンーアンギオテシシン系にも支配されていることを明らかにした。
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